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2006 年  07 月  11 日  

熊野の旅 紀勢西線 紀伊有田駅  

 今回の紀勢西線の旅の終着駅になる『紀伊有田駅』です。 
 串本駅を出発するとすぐに線路は右にカーブします。ここからは今までひたすら南

に向かっていた列車が方向を西北に変えます。つまり紀伊半島の先端を回ったと言う

ことです。 
 これから先はリアス式海岸が今までより険しくなります。その分列車は海岸から離

れたりくっついたりしながらの景色になります。 

 
 紀伊有田駅は入り江の奥から更に入ったところにあります。いかにも田舎の駅らし

い駅舎です。勿論、ここも無人駅です。 
 ホームはカーブ区間のままで作られています。この佇まいも田舎の駅らしい鄙びた

ものです。 

 



 この駅前には古びた木造の校舎があります。まるでこの学校に付属したような感じ

の駅です。そして、この学校が今回の紀勢西線の旅の最終目的地だったのです。 
 『有田中学校』がその学校です。いや、有田中学校だったと言うべきでしょうか… 
今年の三月をもって廃校になってしまったのです。これについては明日取り上げます。 
 駅から出るとひとりでに学校の敷地に引っ張り込まれるような感じのしっとりと

した風景です。  
Tags:紀勢西線 国道４２号線 モノクロ    by je2luz | 2006-07-11 09:15  

 

 

 

2006 年  07 月  12 日  

熊野の旅 紀勢西線 紀伊有田駅 ２ 有田中学校 編集 | 削除 

 『紀伊有田駅』の目の前に『有田中学校』があります。 
 開校は昭和２２年（１９４７年）です。この学校は新制中学として生まれたもので

す。各地の小学校は創立１００年を越えてきていますが、中学校は学制の関係で戦後

創立が多いのです。 

 
 この『有田中学校』は今年の三月にほぼ４０年の歴史を終えました。原因は、過疎

の進行により生徒数が減少したことです。戦後すぐのベビーブームの子供達をピーク

に生徒数が減ったのは全国的なものです。田舎では更に過疎がこれに拍車を掛けまし



た。こうして廃校になって行ったのはここだけではありません。 
 田舎では一学年数名と言う学校が一杯あります。教育上も効率上も良く無いので廃

統合すればいいのですが、田舎では集落が山の中などに点在し、通学が困難で、公共

交通機関も無いことがあります。更に、昔から集落の中心としての役割を果たしてき

た学校が無くなる事への地元の抵抗もあり、こうして実現するところは珍しいのです。 
 今は隣接の和深、田並両中学と合併して『串本西中学校』となっています。 

 
 有田中学校の校舎は窓こそアルミサッシにされていますが、典型的な日本の田舎の

学校建築です。木造のしっかりした建物で、戦後の苦しい時期にもかかわらず、子供

達のために掛けた地元の人たちの熱意が覗えます。 
 この当時は学校を建てるには多大な地元負担が必要でした。 
しかし、日本中が子供のための学校づくりには子供の有無も関係なく協力したもの

です。それだけに『学校』に対する思いいれも強いのです。 
 撮影に行った日に駅のすぐ前の家のおばあさんが駅前の畑で百姓をしておられま

した。 
 『閉校なったんですね』と、声を掛けると 
 『はい。 寂しゅうなりましたわ・・・ 
  ここは小さなとこで何にも無いからのー、誰も残らんわ・・・』と、言っておら

れました。 
 この言葉がこうしたことを表しているものと思われます。 
 日本中から故郷が少しずつ消えてゆくことの象徴でしょうね。 
 詳しくは私の HP にページを造ってあります。 



  『廃校・串本町立有田中学校』  
 残念なのはここの撮影中にイコフレックスがトラぶってしまい大切な数カットが

駄目になったことです。水飲み場、渡り廊下…学校の象徴ですね。 

 
 
Tags:紀勢西線 クラシックカメラ モノクロ    by je2luz | 2006-07-12 12:17 

 

 

 

 

2006 年  07 月  13 日  

熊野の旅 紀勢西線 その先・・・  

 今回の規制西線のたびは『紀伊有田駅』で終わりました。 
 しかし、紀勢西線はまだ半分しか進んでいません。 
 田並・田子・和深・江住・見老津・周参見・紀伊日置・椿・白浜・朝来・紀伊新庄・

紀伊田辺・・・・ 
 田辺にたどり着くまででもこんなにたくさんの駅、集落があります。 
線路は入り江から入り江へ、岬はトンネルで抜けてしかれて居ます。国道は上った

り下ったりあまりトンネルを使わないで作られています。景色の良さでは国道 42 号

線の方がはるかに上です。この沿線は徐々に紀伊水道に入って行くのですが、紀伊水

道の入り口にかかる辺りは風の向きのせいか磯の木々が枯れています。そして、その

名も『枯木灘』と呼ばれます。 
 串本周辺からは海岸線には岩礁が点在し変化に富んだものになります。そのため、

単調な太平洋の眺めではなくなります。又、磯が多いので磯釣りのメッカにもなって

います。かつて、釣り客が夜行列車で来た頃は天王寺発の夜行列車が二本も出ていて。

片方は釣り人優先的なほどになっていた時代もあります。磯渡しの船も列車の時間に

合わせていたものです。採算は合っていなくても、国鉄が生き生きしていた時代です。

勿論、無人駅なんて無かった時代ですがね。 
 単線区間ですからタブレットの交換をやって、駅長さんが駅舎の中に持ち帰り、タ

ブレットの中のキーを機械に入れて、チーンチーンと次の駅に列車の出発を伝えると

言う風情のある駅風景でした。急行の通過の時は機関助手がカタツムリをひっくり返

したようなタブレット受けに投げ落し、新しいのを走りながら受け取るなんてやって

いましたね。今ではホームの外れのタブレット受けのカタツムリも見かけなくなりま

したね。 
 これから先、『紀伊日置』までは良く出かけていたところなので、機会があれば写

真を採りに行きたいと思いますが、何時になるやら・・・ 



 

Tags:紀勢西線 国道４２号線 モノクロ     by je2luz | 2006-07-13 12:55 

 

 

 

 

2006 年  07 月  14 日  

熊野の旅 熊野の夏・・・夏こそ熊野  

 夏真っ盛りと言うような天気が続きます。全国軒並み３０度を越し３５度にもなろ

うかと言う勢いだそうです。 
 ここ、南国熊野市も暑いです。しかし、緯度が下がる割りに暑くなりません。 
 前を流れる黒潮は暖かい海水ですが、地面やビルの屋根などに比べれば冷たいもの

です。冷たい水の冷却作用のほかに暑くなればどんどん気化して蒸発熱を奪い気温を

下げます。それに、この地方はまともな町が存在しない分、町並みのすぐ後は緑の山

になります。ここもいくら太陽の光が強くても木々が必死になって葉の表面温度を下

げます。更に、林の中は涼しい空気の溜まり場になっています。 
 人工的には車が少ないので排気ガスによる加熱も無く、工場も無く戸数も少ないの

で冷房での加熱もありません。 
 このように冷やす要素はあっても加熱する要素は無いのです。したがって、自然の

ままの気温がここの気温になります。夏場でも３０度にならない日が結構ありますし、

３５度などと言うのは非常にまれですね。 
 夏場は台風さえ来なければ天候は安定しています。 
 『熊野のような南の方へ真夏に行くなんて…』と、思われるでしょうが、この季節、

盆地でくそ暑い京都や奈良に行くよりはるかに涼しいものです。 
 暑いところへは暑い時に行く方がそれらしく見えます。 
 今からは、緑の紀伊山地や真っ青な熊野灘の上に真っ白な入道雲がわきあがって、

雄大な熊野の景色がいっそう力強く見える時期です。 



 などといっていますが、暑いのは暑いですよ… 

 

Tags:熊野市 クラシックカメラ       by je2luz | 2006-07-14 12:09 

 

 

 

 

2006 年  07 月  15 日  

熊野の旅 熊野の祭り  

 熊野地方にも一杯祭りはあります。 
 日本の祭りは『鎮守様の祭り』が何処に行ってもありますね。年に一回のところが

多いようです。その他には、山ノ神、お地蔵さん、庚申さん、お稲荷さん、龍神さん・・・

まさに八百万の神のごとく色んなものが祭られていて、色んな祭りが行われているよ

うです。 
 稲作が中心だった日本の社会では、このような祭りは農作業の時期に左右されてき

たようです。 

 
 夏祭りは、無事に作付けが終わって一段落し、次の刈り入れまでの間にありますね。 
 この辺の夏祭りで一番有名なのは『那智の火祭り』でしょうか。この火祭りと言う

形式は古いもののようですね。水、塩、火…穢れを払い邪気を浄化する力があると信

じられているものですね。この辺では新宮市の神倉さんでも火祭りがあります。 
 夏祭りの時期は稲作が早くなっても、『さなぶり』と言われる、田植えが終わった

時の民間で行われる神事以外は影響を受けていないようです。祭りが○月○日に行わ



れていたのが、○月第○日曜とかに変更なったところが多いのは、生活形態が変わっ

たためでしょうね。 

 
 祭りの半分…ことに『鎮守様』『氏神様』の祭りは秋祭りが多いようです。実りに

感謝して採れた物を奉納する祭りのようです。 
 この秋祭りは稲作が早くなったことで随分変更されたようです。 
 昔は稲の刈り取りが始まるのが１０月頃で遅い家が終わり、脱穀も終わるのは１１

月末になったものです。 
そのため。秋祭りは初冬に入ってからのものでした。 
山間部などでは気候が良いどころか寒い時期です。 
ところが、稲作が台風被害を避けるためもあり段々早く出来るように改良されて、

今ではお盆過ぎには刈り入れが始まり。１０月に入る頃には取り入れは終わっていま

す。おまけに、昔のようにハザ掛けで稲を乾かすことも減ったので余計に早く終わり

ます。更に、集落の生活のサイクルが稲作中心ではなくなったところが多くなりまし

た。この辺は稲作地帯ではないので余計にその傾向が強かったようです。 
秋祭りはどんどん早められ、更に、曜日指定になって行きつつあります。 

 
大きなお祭りだけは、そうはならないようです。大きな祭りですと、祭りの方に

生活パターンを合わせてくれますからね。 
 かつては村の鎮守様の祭りには学校が休みになったものですが… 
 でも、こんも辺には市民生活を動かすほどの祭りはありませんね。 

 

 熊野市木本町の鎮守様・・・木本神社です。 
 ここの祭りも何度か変更され、１０月１０日が体育の日になってそこに移され、更

にそれが変動制となって１０月第二土日となっています。  
Tags:熊野市 モノクロ     by je2luz | 2006-07-15 13:50 



2006 年  07 月  16 日  

熊野の旅 熊野では・・・茶粥  

 熊野辺りで、夏になって何か特別なものを食べているか考えてみました。 
 昔の話ですが。春から初夏に掛けては『ウルメの寿司』『アジの寿司』などすしを

作りましたね。秋口になると『アジのたたき』のシーズンに入ります。三寸ほどの小

鯵をまな板の上で二丁の包丁でトントン叩くものです。ミカン酢を掛けて食べるのが

作法でした。 
 さて、今の時期、真夏に掛けて何かあったかな・・・と思い返しても、あまり無い

ですね。この辺だけのものと言えば、『茶粥の冷やしたの』でしょうか。 
 『茶粥』と言えば、熱々をふうふう吹きながら食べるものと相場は決まっています

が、これを冷やしたものは又格別おいしいものです。 
 今なら冷蔵庫に入れて冷やすのですが、昔は井戸に吊るして冷やしました。冷蔵庫

では少し冷えすぎて味も感じにくく、硬くなります。しかし、井戸の中の温度は食べ

ごろに冷えるのです。井戸というものは非常にありがたいものでした。 
生の魚も夕方まで保存するのに井戸に吊るしました。今の保険所に言わせたらとん

でもないことかもしれませんね。 
 蕎麦を食べる習慣はなし、素麺を作るところでもなし…前に書いたようにややこし

い食文化の無いところです。人が住み着いて以来、結構過ごしよい代わりに、裕福に

なる要素も無いところでしたからね。お殿様なんてものを見たこともなし…せいぜい

戦に負けた公家さんや侍が落ちてきたくらいでしょう。都の風習を持ち込むほどまと

めては落ちて来なかったようです。 

 
 



 腹いっぱい食べてもすぐにお腹が空く…一合の米で一家が食べられるほどまさに

水増しした『茶粥』が文化ですからね。 
 茶の湯をたしなむ風習も無いので、一番茶を番茶にしてしまう贅沢な番葉があるか

らおいしい茶粥が出来るのですが、抹茶どころか煎茶も飲まないところだったようで

す。 
 この紀州の番茶は『炊き出し』でヤカン一杯作りますが、これは冷えてもおいしい

ものなのです。残念ながらまともな番茶はあまり売られていないようです。 

 
カメラは イコンタＢ 523/16  
Tags:熊野の味 モノクロ クラシックカメラ     by je2luz | 2006-07-16 12:59 

 

 

 

2006 年  07 月  17 日  

熊野の旅 熊野路の食べ物 半白きゅうり  

 昔の熊野では夏になるとやたらと食べられていたのが、写真にある『半白キュウリ』

です。  
 この品種は熊野だけではなく昔は全国的に多く作られていたようです。 
 青いキュウリに比べると一寸瓜に近い歯ごたえのあるものです。今風のサラダには

緑の品種の方が合うようです。 

 

 写真のキュウリは太り気味に見えますが、この品種はすぐに太ります。太って黄色

くなってくるのですが、大きくすると種の部分はニュルッとしていますからおいしく

ありません。種の部分をとって、皮もむいて食べる辺りは瓜と同じですね。 
 これほど太ると、今式ですと大きすぎるのですが、昔はもっと太らせました。女の

人の二の腕くらいまでにしましたね。太らせたものは「糠味噌漬け」や「きゅうりモ

ミ」にして食べたのです。果てはキュウリの煮物もありましたね。私はこの煮物が大



の苦手でした。 
 物が乏しかった頃にはこのキュウリは便利だったのでしょうね。ことに、『キュウ

リモミ』は実に良く食べられていました。元々『ナマス』を良く作るところですから

『キュウリナマス』になるのですね。 
 薄くスライスしたキュウリに塩を一振りして揉みます。汁が出てしんなりすると塩

気を落として絞ります。この時に、しゃきっとした歯ごたえが良く残るのが『半白キ

ュウリ』なのです。 
 揉んだキュウリだけのときもありますが、生節を削ったものやシビ（マグロ）の角

切りなどが入っています。実に簡単で、酢を使うので食欲も増進するし、便利な夏の

食べ物だったのでしょうね。 
 今ではこの品種は少ないのですが、私の庭では作り続けています。そして、自転車

の前の籠に積んで町を回ると、『まー懐かしいよ…一本呉れるかえ…』と、貰い手が

出てきます。 
 『キュウリいらんかえ？』と声を掛けて、『あるよ・・・』と、答えた人でも、『半

白』を見ると。『それやったら欲しいよ・・・』と手を出してきます。 
 ただし、これはお年寄りだけですね。 
 かくさように、昔はこのキュウリを皆さん食べていたのです。 
Tags:熊野市 熊野古道 熊野の味       by je2luz | 2006-07-17 13:05  

 

 

 

 

 

2006 年  07 月  19 日  

熊野の旅 国道 42 号線と気象  

 今の季節、各地で道路の通行規制がやたらと出ていますね。 
 日本は地形上、何処へ行っても山と川が付いて回ります。おまけに、年間雨量では

世界で指折りの国です。そうなると、雨による増水による冠水や土砂崩れが起きて道

路が使えなくなります。 
 あの痛ましい『飛騨川バス転落事故』を教訓に、今では各国道共に危険区間の両方

にゲートを設け、決められた雨量に達すると閉鎖して通行止めに出来るようにしてあ

ります。 
 このゲートの開け閉めは非常に厄介なもので、各地にある『国道事務所』が雨量計

から送られてくるデータを元に判断します。 
 雨量の計測も『連続雨量』と言うことになっています。中休みを入れながら降ると

300mm 降っても通行止めにはなりません。 
 一度通行止めになると雨がやんでもすぐにはゲートは開きません。雨がやんでしば

らくしてから斜面が崩落することもあるからです。雨がやんで 2 時間でしょうか、そ

の間に降らないことが条件です。 
 今年の梅雨はこの熊野周辺だけが空梅雨で、各地の豪雨が嘘のような感じですが、

通常ですと、日本一雨が多いと言われる尾鷲を通る国道ですから、通行止めになる回



数も年間にするとかなりのものです。この監視体制は 24 時間ですから、夜中に防災

無線で国道の通行止めの放送が流れることもあります。 
 雨が多く山が険しい地形だけに、通行止め規制のゲートも一杯あります。峠ごとに

気象が違うし、集落もあるので、山の中だけを止めるゲートになります。 
 熊野から北に向かうと、市街を出てすぐの『佐田坂』にあります。登り口の清滝の

ところから登りきった飛鳥町小阪までが止まります。次は、飛鳥町を抜けるところか

ら尾鷲市の入り口までです。ここは日本一を誇る尾鷲の南谷を含む『矢ノ川』（やの

こ）ですから当然でしょうね。 
 次は尾鷲と海山（みやま）との間の鷲毛峠にもあったと思います。更に、紀北町（紀

伊長島）と大内山の境の荷坂峠（にざか）にもあります。たった 60Km ほどの間に

ゲートがずらりとあります。運が悪ければ遮断機が目の前で下ります。しかし、もっ

と運が悪ければ後でゲートが締まって走ることが出来たが土砂崩れで車ごと谷底へ

…と成るかもしれません。 
 これほどゲートの多い国道ですが改修工事から 35 年を越え、斜面も落ち着いてい

ますから近年では人的被害を出したことはありません。 
ただ、一旦豪雨になると、ワイパーなど全く役に立たないのが南紀の雨ですから…

よその方だとゲートが締まらなくても道が見えなくて進めないかも… 

 
 熊野からの第一番ゲート、『佐田坂入り口』です。一旦締まったら最低二時間は開

きません。ゲートのすぐ脇に『磯甚』と言う食堂があります。そこでゆっくり時間つ

ぶししてください。確か、熊野名物の『サンマ寿司』や『めはり』もメニューにあっ

た様な気がします。 
 熊野の中心部まで戻っても 2Km です。あせって並んでも仕方ないことです。それ

に、場所取りをしなくてはならないほど車は並びません。 

 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ     by je2luz | 2006-07-19 13:22 



2006 年  07 月  20 日  

熊野の旅 国道 168・169 号 309・311 号線  

 熊野方面へのアクセス道路は旧一級国道の４２号線のほかには、関西方面からあと

４本の国道があります。 
 これらは旧二級国道で今でこそ舗装道路ですが山越えの厳しいものばかりです。 
 昨日書いた国道４２号線は国道にゲートが設置されるようになるとすぐにゲート

が出来て本当に通れなくなりましたが、他の国道はいくら降ろうと崩れるまで通行可

能でした。行くか行かないかはドライバーの自己責任でした。私なども、途中で土砂

崩れで道が埋まっていたり、路盤が無くなっていたりして引き返したことも何度かあ

ります。運が悪ければ遭難すると言うものでした。 
 最近はこれらの国道でも雨量計が設置され通行止めの表示が出るようになりまし

た。 
 豪雨による危険性は地形的にも地質的にもこれらの国道の方がはるかに危険は大

きいです。ただ、通行量はかなり少ないですし、地元の車はそんな日にこの道を走り

ませんから、意外と被害が出ずに済んできたのです。 
 これらの国道は冬になると凍結が当たり前です。雪もすぐに積もります。紀伊山地

はよその人が思うよりずっと寒いところです。 
夏の夜は涼しいですが、冬になると人間の住むところではない様に思われます。そ

んなところを通る道ですから、豪雨の時や雪が降りそうな日は気を付けてください。 
 手っ取り早いのは途中の山間部にある役場や国土省の国道事務所に電話して尋ね

ることです。刻々と変化する情報は NET の情報では付いて行けません。 

 



 １６９号沿いのこのきれいな北山川や１６８号沿いの十津川など川はきれいです

が、転落したら大変です。決して無理はしないことです。 
 早めにあきらめないと、山の中には退避して休む店もありません。 
 荒天の時には絶対に谷や沢のそばに車を停めてはいけません。さらに大きく切り取

った壁のそばも例え防護ネットや吹き付けがされていても駄目です。そんなものは気

休め程度です。 
 停められるのは、小さな尾根の先で少しだけ取り残しが残っているところくらいで

す。上に大きな木があれば落ちてきます。実に難しいものです。だから、無理はしな

いことです。  
Tags:国道４２号線             y je2luz | 2006-07-20 12:24 | 

 

 

 

 

2006 年  07 月  21 日  

熊野の旅 世界の世界遺産と熊野古道  

 最近は世界遺産に関する番組が随分多いようです。 
 奈良や白川が指定された頃は日本での世界遺産への関心がさほど高くなかったの

ですが、熊野古道が指定された頃になると、『世界遺産って何だろう？』と、興味を

持つ人が増えたようです。 
 世界中の世界遺産が紹介されればされるほど、はっきり目に見えるもののある遺跡、

史跡、自然景観の強さが際立ってきます。 
 こうして熊野古道関連のことを紹介する記事を書きながら、基本的には『世界遺産

というレベルではない』というスタンスです。 
 近年は世界を歩くこともなくなってきましたが、私がほんの少し歩いた地球上の町

や史跡がどんどん世界遺産に指定されているようです。 
 ヨーロッパでも田舎町の良さは行った者しか分からないものです。石造りの文化と

言うこともあり、日本で言えば関が原の戦いの頃の建物に人が暮らし、町の通りは鎌

倉以前とか… 
 日本は残念ながら木造の文化なので残るものは少ないですね。 
 最近は『昭和の建物』とか『築後１００年』などともてはやしていますが、そうし

たことがブームを作るための手段にしか見えません。 
 築後百年を越す家など田舎にはごろごろしています。百年といっても明治ですから

ね。びっくりするほどのものじゃありませんね。きちんと建てた木造住宅であれば２

００年やそこらはすんなりもつはずです。 
 築後百年とかを売りにしているようではどうしようもないですね。それで歴史的遺

産とか・・・ 
 私が育った家もっもう１００年にはなるでしょう。それが田舎です。日本中何処に

でもあります。そうしたものは、紀州路は少ないところだと思います。元々立派な建

物も少ないところですからね。 

 



 

 熊野古道・霊場、神々の郷ですからむしろ形も何も無い方がそれらしいのではない

かと思います。 
看板が欲しい、能書きが欲しい、立派な会館が欲しい…まさにお役所と土方の思う

壺です。それが好きな方は熊野古道の良さはわかりにくいでしょうね。熊野はそんな

所ですから… 

 
Tags:熊野古道 モノクロ クラシックカメラ    by je2luz | 2006-07-21 12:49 

 


